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日
本
公
法
学
会
第
八
三
回
総
会
ご
案
内

日
本
公
法
学
会
第
八
三
回
総
会
を
左
記
の
通
り
開
催
い
た
し
ま
す
。
お
繰
り
合
わ
せ
ご
出
席
下
さ
い
。

日
本
公
法
学
会
理
事
長　

長
谷
部　

恭　

男

一
、
日
　
時　
　

二
〇
一
八
年
一
〇
月
一
三
日
（
土
）
お
よ
び
一
四
日
（
日
）

一
、
会
　
場　
　

�

専
修
大
学
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス 

東
京
都
千
代
田
区
神
田
神
保
町
三
の
八 

℡　

０
３
（
３
２
６
５
）
６
２
１
１ 

第
一
日
目　

一
号
館
３
０
３
教
室
（
主
会
場
）
お
よ
び
３
０
２
教
室
（
遠
隔
映
像
シ
ス
テ
ム
使
用
会
場
） 

第
二
日
目　

第
一
部
会
・
一
号
館
３
０
３
教
室 

　
　
　
　
　

第
二
部
会
・
一
号
館
３
０
２
教
室 

総
会
幹
事　

白
藤　

博
行

一
、
テ
ー
マ　
　

�「
公
法
解
釈
に
お
け
る
『
先
例
』
と
『
原
理
・
原
則
』」 

第
一
部
会　
　
「
統
治
機
構
に
お
け
る
『
先
例
』
の
意
義
」 

第
二
部
会　
　
「『
原
理
・
原
則
』
を
め
ぐ
る
解
釈
論
上
の
対
抗
」
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二
〇
一
八
年
度
公
法
学
会
総
会
テ
ー
マ
に
つ
い
て
の
趣
旨
説
明

二
〇
一
八
年
度
日
本
公
法
学
会
運
営
委
員
会

　

本
年
度
は
、
公
法
学
の
「
解
釈
」
論
に
関
わ
る
問
題
と
し
て
、「
公
法
解
釈
に
お
け
る
『
先
例
』
と
『
原
理
・
原
則
』」
を
総
会
の
テ
ー
マ

と
す
る
。

　

近
時
、
最
高
裁
判
所
は
、
憲
法
や
行
政
法
に
関
わ
る
重
要
判
決
に
お
い
て
、
実
質
的
に
「
判
例
」
を
変
更
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

判
例
変
更
で
は
な
い
と
す
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
。
ま
た
、
内
閣
が
憲
法
解
釈
を
変
更
す
る
「
閣
議
決
定
」
を
行
い
、
公
法
学
界
に
と
ど
ま

ら
ず
、
一
般
社
会
で
も
大
き
な
関
心
事
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
国
の
省
庁
や
自
治
体
に
お
い
て
、
従
来
の
実
務
を
変
更
し
た
場
合
、
か

か
る
実
務
や
変
更
の
法
的
意
義
が
裁
判
上
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、「
判
例
」、「
閣
議
決
定
」
や
、
通
達
・
要
綱
・
審
査
基
準
・
処

分
基
準
な
ど
の
行
政
規
則
を
含
め
て
、
広
義
に
「
先
例
」
を
理
解
し
、
様
々
な
「
先
例
」
や
そ
の
変
更
の
法
的
意
義
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　

次
に
、
比
例
原
則
や
予
防
原
則
な
ど
の
公
法
に
お
け
る
重
要
な
原
理
・
原
則
に
関
し
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
解
釈
、
理
解
す
べ
き
か
に
つ

い
て
、
比
較
法
的
研
究
の
対
象
国
の
相
違
な
ど
に
も
関
連
し
、
憲
法
学
や
行
政
法
学
の
そ
れ
ぞ
れ
の
内
部
に
お
い
て
、
あ
る
い
は
憲
法
学
と

行
政
法
学
と
の
間
に
お
い
て
、
理
解
の
相
違
が
存
在
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
公
法
に
お
け
る
複
数
の
原
理
・
原
則
が
相
互
に
対
抗
、

衝
突
し
合
う
こ
と
も
少
な
く
な
く
、
そ
れ
ら
の
関
係
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
べ
き
か
に
つ
い
て
も
、
理
解
の
相
違
が
存
在
す
る
よ
う
に
考
え

ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
比
較
法
研
究
や
原
理
・
原
則
間
の
対
抗
も
念
頭
に
、
公
法
解
釈
に
お
け
る
重
要
な
原
理
・
原
則
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
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初
日
の
総
会
で
は
、
ま
ず
、「
公
法
学
に
お
け
る
『
先
例
』
と
『
解
釈
』」
に
つ
い
て
、
憲
法
学
及
び
行
政
法
学
の
観
点
か
ら
検
討
す
る
。

中
心
的
に
検
討
す
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
る
の
は
、裁
判
所
の
「
判
例
」
で
あ
り
、「
判
例
」
や
そ
の
変
更
の
法
的
意
義
を
明
ら
か
に
す
る
。

続
い
て
、「
公
法
学
に
お
け
る
『
原
理
・
原
則
』
の
対
抗
」
に
つ
い
て
、
や
は
り
憲
法
学
及
び
行
政
法
学
の
観
点
か
ら
検
討
す
る
。
中
心
的

に
検
討
す
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
る
の
は
、「
比
例
原
則
」
と
「
予
防
原
則
」
で
あ
り
、
両
原
則
の
理
解
に
お
け
る
相
違
、
他
の
原
理
・

原
則
と
の
対
抗
関
係
等
を
意
識
し
つ
つ
検
討
を
行
う
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
二
日
目
の
部
会
は
、「
統
治
機
構
に
お
け
る
『
先
例
』
の
意
義
」
を
扱
う
第
一
部
会
と
、「『
原
理
・
原
則
』
を
め
ぐ
る

解
釈
論
上
の
対
抗
」
を
扱
う
第
二
部
会
で
構
成
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

第
一
部
会
で
は
、
総
会
で
取
り
扱
っ
た
「
判
例
」
以
外
の
「
先
例
」
に
つ
い
て
、
統
治
機
構
の
種
類
ご
と
に
取
り
上
げ
て
検
討
す
る
。
議

会
に
つ
い
て
は
、法
案
審
議
等
に
関
す
る
「
先
例
」
に
焦
点
を
当
て
て
検
討
す
る
。
内
閣
に
つ
い
て
は
、内
閣
法
制
局
に
お
け
る
「
先
例
」（
変

更
）
も
含
め
、
内
閣
に
お
け
る
「
先
例
」（「
閣
議
決
定
」）
を
扱
う
。
省
庁
に
つ
い
て
は
、
実
務
に
お
け
る
広
義
の
「
先
例
」
に
つ
い
て
、

そ
の
法
的
意
義
を
検
討
す
る
。
審
査
基
準
や
処
分
基
準
は
こ
こ
で
扱
う
。
自
治
体
に
つ
い
て
は
、
住
民
と
の
関
係
で
の
「
要
綱
」
や
地
方
自

治
に
関
わ
る
国
自
治
体
関
係
を
含
め
て
検
討
す
る
。

　

第
二
部
会
で
は
、総
会
で
取
り
扱
っ
た
「
比
例
原
則
」
及
び
「
予
防
原
則
」
以
外
の
原
理
・
原
則
を
検
討
す
る
。
平
等
原
則
に
つ
い
て
は
、

異
な
る
レ
ベ
ル
の
平
等
を
想
定
す
る
こ
と
が
可
能
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
ら
の
意
味
や
、
い
か
な
る
原
理
・
原
則
と
対
抗
関
係
に
あ
る
か
を

含
め
検
討
す
る
。
補
完
性
原
理
に
つ
い
て
は
、
国
自
治
体
間
に
お
け
る
補
完
性
を
中
心
に
検
討
を
加
え
る
。
効
率
性
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
と

対
抗
す
る
適
正
手
続
や
公
共
的
価
値
等
を
意
識
し
つ
つ
、
行
政
に
お
け
る
そ
の
法
的
意
義
を
検
討
す
る
。
信
義
則
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
と
対
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抗
す
る
法
治
主
義
等
を
意
識
し
つ
つ
、「
先
例
」
と
の
対
抗
も
視
野
に
入
れ
て
検
討
す
る
。

　

各
部
会
と
も
、
例
年
通
り
、
憲
法
・
行
政
法
の
相
互
乗
り
入
れ
の
形
を
と
っ
た
。
テ
ー
マ
に
よ
っ
て
コ
メ
ン
テ
ー
タ
を
立
て
、
議
論
が
深

化
し
、
活
性
化
す
る
よ
う
、
工
夫
を
行
っ
て
い
る
。
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一
、
日
　
程

　

第
一
日
目
（
一
〇
月
一
三
日
（
土
）
午
前
一
〇
時
～
午
後
四
時
）

　
　
　

報　
　

告
（
午
前
一
〇
時
～
一
二
時
一
五
分
、
午
後
二
時
～
四
時
）

　
　
　

総
会
議
事
（
午
後
一
時
四
五
分
～
二
時
）

　
　
　

※　

総
会
報
告
終
了
後
、【
公
募
報
告
セ
ッ
シ
ョ
ン
】
が
あ
り
ま
す
（
四
時
二
十
分
～
五
時
二
十
分
）。

　
　
　
　
　

会
場
は
、
一
号
館
３
０
３
教
室
で
す
。

　
　【
報
　
　
告
】

　
　
　

憲
法
判
例
と
憲
法
解
釈
―
―
最
高
裁
の
憲
法
判
断
と
そ
の
先
例
性
―
―	

神
戸
大
学　
　

井　

上　

典　

之

　
　
　

行
政
法
の
法
理
・
解
釈
に
関
す
る
裁
判
所
の
先
例	

東
京
大
学　
　

山　

本　

隆　

司

　
　
　

公
法
解
釈
に
お
け
る
諸
原
理･

原
則
の
対
抗

　
　
　
　

―
―
憲
法
学
か
ら
見
た
比
例
原
則･

予
防
原
則･
平
等
原
則	

大
阪
大
学　
　

松　

本　

和　

彦

　
　
　

日
本
法
に
お
け
る
比
例
原
則	

立
命
館
大
学　
　

須　

藤　

陽　

子

　

第
二
日
目
（
一
〇
月
一
四
日
（
日
）
午
前
九
時
三
〇
分
～
午
後
五
時
）

　
　【
第
一
部
会
】

　
　
　

議
会
と
先
例
―
―
議
会
法
制
に
お
け
る
先
例
の
役
割
・
実
態
・
限
界
等
―
―	

参
議
院
法
制
局　
　

川　

﨑　

政　

司
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（
コ
メ
ン
ト
）	

立
命
館
大
学　
　

大　

西　

祥　

世

　
　
　

内
閣
と
先
例
―
―
憲
法
解
釈
を
中
心
に
―
―	

慶
應
義
塾
大
学　
　

横
大
道　
　
　

聡

　
　
　
　
　
　
　
（
コ
メ
ン
ト
）	

京
都
大
学　
　

仲　

野　

武　

志

　
　
　

省
庁
に
お
け
る
「
先
例
」	

同
志
社
大
学　
　

佐　

伯　

祐　

二

　
　
　

自
治
体
行
政
に
お
け
る
「
先
例
」	

九
州
大
学　
　

田　

中　

孝　

男

　
　【
第
二
部
会
】

　
　
　

行
政
に
お
け
る
効
率
性
原
則
（
仮
題
）	

千
葉
大
学　
　

木　

村　

琢　

麿

　
　
　
　
　
　
　
（
コ
メ
ン
ト
）	

大
阪
大
学　
　

片　

桐　

直　

人

　
　
　

行
政
活
動
と
信
義
誠
実
の
原
則	

慶
應
義
塾
大
学　
　

渡　

井　

理
佳
子

　
　
　

平
等
原
則
と
非
差
別
原
則
―
―
原
理
・
原
則
の
対
抗
・
競
合
・
協
働	

首
都
大
学
東
京　
　

木　

村　

草　

太

　
　
　

憲
法
規
範
と
し
て
の
補
完
性
原
理
の
可
能
性	

明
治
大
学　
　

大　

津　
　
　

浩

　
　
　
　
　
　
　
（
コ
メ
ン
ト
）	

熊
本
大
学　
　

原　

島　

良　

成


